
 

中
３
受
験
科 

冬
期
講
習
の
狙
い 

 
 

寺
川
豊 

《
都
立
第
一
志
望
の
方
》 

 

英
語
…
都
立
入
試
の
配
点
は
、
長
文
読
解
（
68
点
）
、
リ
ス
ニ
ン
グ
（
20
点
）
、

自
由
英
作
文
（
12
点
）
に
な
り
ま
す
。
冬
期
講
習
で
は
配
点
で
約
7
割
を
占
め

る
長
文
読
解
に
習
熟
す
る
こ
と
が
目
標
に
な
り
ま
す
。
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
長
文

を
い
か
に
短
時
間
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
公
立
高

校
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
リ
ー
ド
文
が
300
語
程
度
の
文
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、

都
立
入
試
の
長
文
の
総
語
数
は
1400
語
に
上
り
ま
す
。
今
の
時
点
で
時
間
内
に
長
文

を
読
み
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
子
は
ご
く
少
数
で
し
ょ
う
。 

 

数
学
…
ま
ず
は
都
立
入
試
大
問
1
の
小
問
集
合
46
点
の
基
礎
問
題
を
確
実
に
、

そ
し
て
す
ば
や
く
得
点
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
こ
で
時
間
を

費
や
し
て
し
ま
う
と
、
後
半
の
問
題
を
解
く
時
間
も
な
く
な
り
、
見
直
す
時
間
も

取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
関
数
は
文
字
を
使
っ
た
座
標
の
表
し
方
を
徹
底

し
て
覚
え
ま
し
ょ
う
。
図
形
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
面
図
形
は
各
種
図
形
の
相
似

条
件
・
合
同
条
件
は
暗
記
す
る
こ
と
、
立
体
図
形
に
お
い
て 

面
に
着
目
さ
せ
る
も
の
は
全
て
切
断
と
見
な
す
こ
と
が
で
き 

ま
す
が
、
切
断
に
は
解
法
に
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る 

の
で
、
解
き
方
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。 

 
国
語
…
都
立
入
試
大
問
1
、
漢
字
の
読
み
書
き
を
得
点
源
に
す
る
こ
と
は
必
須

で
す
。
内
容
は
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
履
修
漢
字
か
ら
基
本
的

な
出
題
が
さ
れ
ま
す
。
一
度
過
去
に
出
題
さ
れ
た
問
題
も
再
出
題
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
過
去
問
の
漢
字
を
や
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
大
問
3
（
小

説
・
物
語
）・
4
（
説
明
文
・
論
説
文
）
は
と
も
に
選
択
肢
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
す
が
、
選
択
肢
の
絞
り
方
に
つ
い
て
確
か
な
技
術
を
確
立
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
正
答
率
を
高
め
る
こ
と
が
安
定
的
に
80
点
以
上
を
キ
ー
プ
す
る
最
大
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。
テ
ー
マ
作
文
も
パ
タ
ー
ン
に
持
ち
込
み
、
200
字
作
文
を
短
時

間
で
書
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
大
問
5
は
古
典
を
用
い
た
随
筆
文
で
、 

大
問
3
・
4
と
出
題
が
異
な
り
最
初
は
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

過
去
問
で
出
題
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。
実
際
に
は
大
問
5
も
本
文
を

丁
寧
に
読
み
解
い
て
い
け
ば
十
分
に
対
応
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

理
科
・
社
会
…
理
科
・
社
会
は
最
後
の
3
ヶ
月
で
飛
躍
的
に
成
績
が
伸
び
る 

暗
記
中
心
の
科
目
で
す
。
冬
期
講
習
で
は
徹
底
し
て
知
識
を
詰
め
込
ん
で
い
き 

ま
す
。 

 

理
科
は
第
1
分
野
（
物
理
・
化
学
）、
第
2
分
野
（
生
物
・
地
学
）
の
各
領
域

か
ら
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
、
理
解
が
問
わ
れ
ま
す
。
社
会
も
同
様
に
各
分
野

（
地
理
・
歴
史
・
公
民
）
か
ら
幅
広
く
知
識
を
問
わ
れ
ま
す
。
冬
期
講
習
で
は
両

教
科
と
も
に
都
立
入
試
過
去
問
を
中
心
と
し
た
演
習
を
行
い
、
間
違
い
が
目
立
つ

分
野
に
つ
い
て
は
力
を
付
け
る
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。 

理
科
に
つ
い
て
は
実
験
、
観
察
を
通
じ
て
出
題
が
な
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
を

意
識
し
て
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
験
や
観
察
を
通
じ
て
何
が
分
か
っ
た
の

か
と
い
う
合
理
的
思
考
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
、
記
述
問
題
に
も
対
応
で
き
る
実

力
が
つ
き
ま
す
。 

社
会
で
も
弱
点
分
野
の
穴
埋
め
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
地
理
に
つ
い
て
は
地
図

や
雨
温
図
の
読
み
取
り
な
ど
が
で
き
る
こ
と
、
歴
史
は
政
治
や
文
化
を
年
代
ご
と

に
整
理
で
き
て
い
る
こ
と
、
公
民
は
中
3
の
教
科
書
を
熟
読
し
、
太
字
は
最
低
限

暗
記
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
都
立
入
試
に
出
題
さ
れ
る
統
計
な
ど
の
資

料
の
読
み
取
り
は
得
点
部
分
で
す
の
で
、
読
み
取
り
問
題
に
も
習
熟
し
て
も
ら
い

ま
す
。 

 

《
私
立
第
一
志
望
の
方
》 

高
校
入
試
に
は
十
二
月
末
時
点
で
の
内
申
点
が
採
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
立
高

校
に
通
う
生
徒
は
十
一
月
ま
で
は
定
期
テ
ス
ト
対
策
を
中
心
と
し
た
学
校
内
容

の
習
得
に
励
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
偏
差
値
の
高
い
学
校
ほ
ど
、
公
立

高
校
の
履
修
内
容
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
が
出
題
さ
れ
る
の
で
、
冬
期
講
習

で
は
各
々
の
私
立
学
校
の
要
求
す
る
学
力
レ
ベ
ル
ま
で
、
実
力
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
英
語
な
ら
都
立
入
試
の
比
で
は
な
い
ほ
ど
の
豊
富
な
語
彙
力
や
文

法
の
知
識
が
要
求
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
数
学
で
も
使
う
ル
ー
ル
（
三
平
方
・
円
周

角
な
ど
）
自
体
に
変
わ
り
な
い
も
の
の
、
高
度
な
問
題
が
出
題
さ
れ
、
様
々
な
解

法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
や
平
面
・
立
体
図
形
の
見
方
に
習
熟
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

冬
期
講
習
で
は
公
立
高
校
の
履
修
内
容
と
私
立
高
校
の
要
求
す
る
知
識
と
の

差
を
埋
め
る
こ
と
に
時
間
を
割
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
際
、
私
立
高

校
は
学
校
に
よ
っ
て
課
す
入
試
の
内
容
に
傾
向
が
存
在
し
ま
す
の
で
、
過
去
問
分

析
を
し
て
お
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
試
験
日
程
ま
で
残
さ
れ
た
時

間
も
少
な
い
で
す
か
ら
、
志
望
校
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
的
確
に
抑
え
た
上
で

学
習
内
容
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
肝
心
と
な
り
ま
す
。 

合
格
最
低
点
を
意
識
し
て
の
試
験
時
間
の
正
確
な
運
用
や
捨
て
問
の
検
討
な

ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
な
技
術
は
、
冬
期
講
習
が
終
わ
り
、
試
験
が
近
づ
い
て
き
て

か
ら
で
十
分
対
応
可
能
で
す
。 
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平
成
24
年
11
月
16
日
、
野
田
佳
彦
首
相
が
衆
議
院
を
解
散
し
、
投
票
日
を
12
月
16
日

と
し
た
。
８
月
に
自
民
党
と
公
明
党
に
「
近
い
う
ち
」
解
散
と
す
る
と
し
た
合
意
を
誠
実

に
実
行
す
る
の
だ
、
と
。
野
田
首
相
は
小
学
生
の
こ
ろ
成
績
の
悪
か
っ
た
通
知
表
を
父
親

に
正
直
に
見
せ
た
と
こ
ろ
「
親
父
に
怒
ら
れ
る
と
思
っ
た
が
、
頭
を
な
で
て
く
れ
た
。
５

や
４
や
ろ
、
そ
ん
な
の
気
に
し
な
い
で
、
生
活
態
度
と
書
い
た
講
評
に
『
野
田
君
は
正
直

の
上
に
バ
カ
が
つ
く
』
と
書
い
て
あ
り
、
お
や
じ
は
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」「
近
い
う
ち 

解
散
」
に
つ
い
て
「
言
っ
た
こ
と
に
ウ
ソ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
野
田
首
相
は
2009
年
の
衆
議
院
の
総
選
挙
時
の
演
説
の
中
で
「
消
費
増
税
は
し
な
い
」

と
お
っ
し
ゃ
り
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
明
確
に
、
消
費
増
税
し
な
い
と
書
い
て
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
首
相
は
８
月
に
民
自
公
３
党
で
、
消
費
増
税
法
案
を
成
立
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
は
「
守
っ
た
こ
と
に
ウ
ソ
を
つ
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。
も
し
、「
ウ
ソ
を

つ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
、
８
月
に
衆
議
院
を
解
散
し
て
、 

「
消
費
増
税
を
14
年
に
８
％
に
、
15
年
に
10
％
に
す
る
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
変

更
す
る
」
と
国
民
に
信
を
問
う
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
日
本
国
の
ト
ッ
プ
は
日
本

国
民
、
な
か
で
も
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
尊
敬
さ
れ
る
人
格
を
備
え
た
人
物
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
で
、
解
散
は
内
閣
総
理
大
臣
の
専
権
事
項
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
日
本

国
憲
法
の
条
文
に
も
他
の
法
律
の
ど
こ
に
も
そ
の
規
定
は
な
い
。
衆
議
院
の
解
散
は
日
本

国
憲
法
（
以
下
の
条
文
同
様
）
69
条
の
内
閣
不
信
任
の
解
散
と
７
条
の
内
閣
の
助
言
と
承

認
に
よ
る
内
閣
裁
量
の
解
散
の
規
定
が
あ
り
、
今
回
野
田
首
相
に
よ
る
解
散
は
、
後
者
の

７
条
解
散
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
解
散
で
あ
れ
、
解
散
は
首
相
の
専
権
事
項
で
は
な
く
、
天

皇
の
国
事
行
為
で
（
首
相
個
人
で
は
な
く
）、
内
閣
の
助
言
と
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
国
民
の
為
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
（
７
条
三
号
） 

 

１
年
中
で
一
番
多
忙
な
、“
師
さ
え
走
る
”
師
走
に
な
ぜ
解
散
を
し
、
選
挙
す
る
日
を
選

ん
だ
の
か
、
国
民
の
事
を
考
え
た
上
で
の
選
挙
な
の
か
、
納
得
し
か
ね
る
。 

 

受
験
の
皆
さ
ん
は
、
一
日
一
日
が
大
事
な
時
期
な
の
で
、
周
囲
が
喧
騒
な
環
境
の
下
に

あ
っ
て
も
、
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
毎
日
で
も
良
い
か
ら
塾
に
来
て
、
静
か
に
勉
強
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
の
一
日
は
通
常
の
10
日
分
に
も
値
す
る
貴
重
な
日
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
受
験
勉
強
に
励
ん
で
下
さ
い
。 

 

冬

期

講

習

前

特

別

号 
 



ご感想・ご意見をお寄せください。 
修明学園本部 電話03(3862)9218もしくは 
メールhonbu@syumei.co.jpにて受付けております。 

小
学
生
・
中
学
生
対
象 

「
冬
期
講
習
」
ド
リ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
の
ね
ら
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

柴
田 

圭 

 

ド
リ
ー
ム
ス
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
・
中
学
生
に
必
要
な
「
生
活
規
律
と
学

習
習
慣
」
を
身
に
付
け
さ
せ
、
基
礎
学
力
を
定
着
さ
せ
た
上
で
、
学
校
の
成

績
を
「
ク
ラ
ス
で
一
番
、
学
年
で
ト
ッ
プ
１０
」
に
入
る
学
力
を
目
標
に
し

た
指
導
が
ね
ら
い
で
す
。
通
常
授
業
に
お
い
て
は
、「
小
学
生
は
国
語
・
算

数
」「
中
学
生
は
数
学
・
英
語
」
の
単
元
内
容
を
完
全
に
理
解
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
冬
期
講
習
で
は
、
各
学
年
と
も
２
学
期
ま

で
学
習
し
た
内
容
の
復
習
を
中
心
に
演
習
指
導
形
式
で
行
い
ま
す
。ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

【
小
学
１
～
３
年
生
】
１２
／
２６
～
２９
・
１
／
４
～
７(

各
４
日
間) 

各
教
室
と
も
１０
時
～
１１
時
半
（
９０
分
） 

 

２
学
期
ま
で
の
復
習
を
す
る
た
め
、
国
語
は
読
む
力
・
書
く
力
を
定
着
さ

せ
る
。
算
数
は
計
算
力
・
簡
単
な
文
章
問
題
の
基
本
事
項
の
理
解
を
定
着
さ

せ
る
。 

 

【
小
学
４
～
６
年
生
】
１２
／
２６
～
２９
・
１
／
４
～
７(

各
４
日
間) 

各
教
室
と
も
１０
時
～
１２
時
（
１２０
分
） 

 

２
学
期
ま
で
の
復
習
を
す
る
た
め
、
国
語
は
高
学
年
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

漢
字
力
・
読
解
力
・
記
述
力
の
定
着
を
徹
底
さ
せ
る
。
算
数
は
正
確
な
計
算

力
・
文
章
問
題
の
基
礎
理
解
の
定
着
を
徹
底
さ
せ
る
。 

 
【
中
学
１
～
２
年
生
】
１２
／
２６
～
２９
・
１
／
４
～
７(

各
４
日
間) 

各
教
室
と
も
１９
時
～
２１
時
（
１２０
分
） 

 

ク
ラ
ブ
活
動
と
勉
強
習
慣
の
両
立
を
図
り
、
２
学
期
ま
で
の
復
習
を
す
る

た
め
、
数
学
は
基
礎
計
算
や
方
程
式
を
正
確
に
理
解
さ
せ
、
関
数
・
図
形
の

基
本
定
理
を
暗
記
さ
て
問
題
演
習
を
徹
底
さ
せ
る
。英
語
は
英
単
語
と
英
文

法
の
基
本
文
を
完
全
暗
記
さ
せ
る
。 

幼
児
英
才
教
室
合
格
速
報 

 川
村
幼
稚
園 

 
 

 
 

 

合
格
お
め
で
と
う
！ 

聖
心
女
子
学
院
初
等
科 

 

合
格
お
め
で
と
う
！ 

東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部 

合
格
お
め
で
と
う
！ 

日
出
学
園
小
学
校 

 
 

 

合
格
お
め
で
と
う
！ 

数
学
検
定
合
格
者 

(

１０
月
２６
日 

塾
内
準
会
場
実
施) 

３
級 

４
名
合
格
!! 

８
級 

３
名
合
格
!! 

９
級 

１
名
合
格
!! 

 

漢
字
検
定
合
格
者 

(

１１
月
２
日 

塾
内
準
会
場
実
施) 

２
級 

１
名
合
格
!! 

３
級 

２
名
合
格
!! 

６
級 

５
名
合
格
!! 

７
級 

１
名
合
格
!! 

皆
さ
ん
よ
く
頑
張
り
ま
し
た 

お
め
で
と
う
!! 

 
修明学園 平成２４年１２月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ １０ １１ １２ １３ 

８ 

１４ １５ 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 

３０ ３１      

 
● 12月 22日(土) 修明塾１２月通常授業終了 
● 12月 23日(日) クリスマス会（本部） 
● 12月 26日～31日  冬期講習 
●  1月  4日～ 7日  冬期講習 
●  1月８日(火)  修明塾１月通常授業開始 

修明塾ＨＰはこちら http://www.syumei.co.jp 

（※塾報バックナンバーもご覧になれます） 

修明塾ブログ(受験・教育に役立つ情報日々更新中！) 

幼
稚
園
・
小
学
校
受
験
の
成
果 

脇
田 

良
子 

平
成
二
十
四
年
私
立
幼
稚
園
・
小
学
校
受
験
は
全
員
第
一
志
望
校
合
格
と
い
う
大
変

喜
ば
し
い
結
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
年
こ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
当
教
室
の
指
導
を
信
じ
、
通
常
授

業
・
各
期
講
習
・
特
訓
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
お
子
様
の
弱
点
を 

補
強
、
ご
家
庭
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
面
で
の
力
を
付
け
、
お
子
様
・ 

ご
家
族
・
教
室
の
三
者
が
一
体
と
な
り
、
受
験
に
向
う
こ
と
が
出
来
た
か
ら 

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

近
年
の
考
査
で
は
、
学
力
の
み
な
ら
ず
、
生
活
面
、
社
会
性
の
力
・
適
応 

力
が
合
否
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
又
、
面
接
も
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

基
本
的
生
活
習
慣
は
短
期
間
で
身
に
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
家
庭
で
の
日
々
の
生
活
で
身
に
付
く
も
の
で
あ
り
、
身
に
付
い
た
も
の
は 

一
生
役
に
立
ち
、
忘
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

幼
稚
園
・
小
学
校
で 

は
、
ご
両
親
の
面
接
を
通
し
お
子
様
の
可
能
性
を
見
極
め
て
い
る
の
で
す
。 

 

面
接
で
は
子
育
て
を
御
両
親
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
行
っ
て
い
る 

か
、
お
子
様
へ
の
愛
情
を
ど
の
よ
う
な
形
で
注
が
れ
て
い
る
の
か
を
評
価
の 

基
準
と
し
て
い
ま
す
。 

各
幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
教
育
が
十
分
に
生
か
せ 

る
お
子
様
に
入
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

私
た
ち
も
お
子
様
が
新
し
い
環
境
の
中
で
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
く
こ
と 

を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
お
父
様
、
お
母
様
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま 

で
し
た
。
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
合
格
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」 

 

十
二
月
、
お
教
室
は
新
年
度
に
な
り
ま
す
。 

 

お
教
室
も
本
部
七
階
に
移
り
、
広
々
と
明
る
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
見
学
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。 

 
来
年
度
も
良
い
結
果
が
頂
け
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。 

中
学
受
験
生
の
皆
さ
ま
へ
―
―
冬
期
講
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
狙
い
―
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

塾
長 

上
谷 

恭
範 

冬
期
講
習
10
日
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
塾
内
で
の
勉
強
と
家
庭
学
習
の
勉
強
方

法
を
述
べ
た
も
の
で
す
。
塾
生
、
保
護
者
の
み
な
さ
ま
も
よ
く
見
て
確
か
め
て
下
さ
い
。

ね
ら
い
は
、
志
望
校
に
合
格
さ
せ
る
修
明
塾
の
知
恵
と
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〈
算
数
〉
入
試
問
題
は
大
ま
か
、
基
本
問
題
と
何
回
問
題
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
基
本
問
題
は
100
％
取
れ
る
し
、
難
解
問
題

で
も
⑴
番
は
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
50
％
は
取
っ
て
欲

し
い
。
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
で
ど
の
問
題
は
「
取
れ
る
」
と
い
う
指
摘
を

し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

〈
国
語
〉
年
々
文
章
の
長
い
長
文
読
解
が
増
え
て
い
ま
す
。
入
試
問
題
の
全
文
を

読
む
の
に
長
時
間
を
費
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
速
読
が
必
要
で
す
。

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
速
読
力
を
付
け
る
為
、
毎
日
20
分
、
入
試
に

出
題
さ
れ
た
長
文
の
速
読
訓
練
を
い
た
し
ま
す
。 

 

漢
字
、
語
句
等
々
は
暗
記
問
題
で
す
の
で
す
ら
す
ら
暗
記
を
家
庭
学
習

で
も
し
て
も
ら
い
、
翌
日
暗
記
大
会
と
し
て
点
検
い
た
し
ま
す
。 

〈
理
科
・
社
会
〉
毎
日
30
分
す
ら
す
ら
暗
記
大
会
で
暗
記
し
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

暗
記
で
き
な
か
っ
た
生
徒
は
家
庭
学
習
で
暗
記
す
る
ま
で
や
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
両
科
目
と
も
、
今
年
の
出
来
事
か
ら
時
事
問
題
を
出
題
す
る

学
校
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
時
事
問
題
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
指
導
い

た
し
ま
す
。 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
年
の
冬
は
受
験
勉
強
の
み
で
、
年
末
年
始
の
行
事
に

う
か
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
正
月
休
み
も
無
く
、
一
日
10
時
間
（
塾
で
の
勉
強
時
間

も
含
む
）
の
受
験
勉
強
を
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
合
格
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
暁
に
、

正
月
の
お
祝
い
を
し
て
下
さ
い
。
ご
家
庭
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 幼児英才教室のホームページはこちら！ 
http://www.syumei-eisaikyoushitsu.com 

mailto:メールhonbu@syumei.co.jp
http://www.syumei.co.jp/

